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物
品
等
業
種
（
土
木
施
設
維
持
管
理
業

務
を
除
く
）
の
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
追
加
受
け
付
け
を
実
施
し
ま
す
。
 

登
録
期
間
　
平
成
２２
年
４
月
１
日
〜
平
成

２３
年
３
月
３１
日
 

M
平
成
２２
年
１
月
１８
日
か
ら
２９
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
郵
送
で
財
政
課
物
品
契

約
担
当
へ
 

※
申
請
の
手
引
き
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
建
設
工
事
、
設
計
・
調
査
・
測
量
、
土

木
施
設
維
持
管
理
業
務
の
申
請
と
は
別
に
、

申
請
が
必
要
で
す
。
 

J
財
政
課
蕁
A
４
４
５
 

    　
受
け
付
け
は
、
埼
玉
県
電
子
入
札
共
同

シ
ス
テ
ム
参
加
自
治
体
と
の
共
同
受
付
窓

口
（
埼
玉
県
）
で
行
い
ま
す
の
で
、
詳
細

は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
第
４
回
追
加

申
請
の
概
要
、
手
引
き
等
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
市
の
窓
口
で
は
受
け
付
け
し
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

登
録
期
間
　
平
成
２２
年
４
月
１
日
〜
平
成

２３
年
３
月
３１
日
 

受
付
期
間
　
平
成
２２
年
１
月
１８
日
〜
２９
日
 

受
付
会
場
　
埼
玉
県
庁
本
庁
舎
３
階
入
札

審
査
課
 

申
請
方
法
　
書
類
に
よ
る
対
面
審
査
※
事

前
予
約
制
 

J
財
政
課
蕁
A
４
４
５
 

   　
埼
玉
県
最
低
賃
金
が
平
成
２１
年
１０
月
１７

日
か
ら
時
間
額
７３５
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

埼
玉
県
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ
て
の
労

働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
特
定
の
産
業
に
つ
い
て
は
別
途

産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

J
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
蕁
０４８
・
６００
・
６
２

０
５
 

   　
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
の
解
決
の
た

め
に
は
、
「
拉
致
は
許
さ
な
い
」
と
い
う

市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
声
が
大

き
な
力
と
な
り
ま
す
。
こ
の
週
間
を
機
に

拉
致
問
題
へ
の
関
心
を
一
層
高
め
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

J
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
蕁
A
８
１
１
 

   　
県
が
運
営
す
る
求
人
求
職
の
総
合
サ
イ

ト
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
簡

単
に
求
人
情
報
の
検
索
が
で
き
ま
す
。
求

人
募
集
も
オ
フ
ィ
ス
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
直

接
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
料
金
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
 

J
団
塊
世
代
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
蕁
０４８
・

８５７
・
１
１
３
３
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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   〜
社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
「
日

本
年
金
機
構
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
〜
 

　
社
会
保
険
庁
は
組
織
・
人
員
を
一
新
し
、

「
日
本
（
に
っ
ぽ
ん
）
年
金
機
構
」
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
 

●
社
会
保
険
事
務
所
は
「
年
金
事
務
所
」

と
名
称
が
変
わ
り
ま
す
が
、
建
物
を
そ
の

ま
ま
使
用
し
ま
す
の
で
、
所
在
地
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
金
相
談
な
ど
の
窓
口

と
し
て
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
 

●
日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
社
会
保
険
庁
や
社
会
保
険
事
務
所
の

名
義
で
ご
案
内
し
て
い
た
各
種
の
関
係
書

類
は
、
内
容
に
よ
り
、
今
後
は
厚
生
労
働

省
ま
た
は
日
本
年
金
機
構
の
名
義
で
ご
案

内
し
ま
す
が
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
手
続
き

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。
 

●
日
本
年
金
機
構
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら

公
的
年
金
の
運
営
業
務
を
引
き
継
い
で
行

う
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
公
的
年
金
制
度

は
、
国
の
制
度
と
し
て
、
そ
の
財
政
や
運

営
に
国
が
引
き
続
き
責
任
を
持
つ
こ
と
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
 

             J
国
保
年
金
課
蕁
A
２
１
７
 

   　
平
成
２１
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
３０
日
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
方
の
控
除
証
明
書
は
１１
月
上
旬
、
平
成

２１
年
１０
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
の
間

に
初
め
て
納
付
さ
れ
た
方
の
控
除
証
明
書

は
２
月
上
旬
に
順
次
送
付
さ
れ
ま
す
。
 

J
社
会
保
険
庁
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
蕁
０
５
７
０
・
０７０
・
１１７
、
Ｉ
Ｐ
電
話
等

蕁
０３
・
６
７
０
０
・
１
１
３
０
 

※
受
付
期
間
＝
平
成
２２
年
３
月
１３
日
ま
で
。

た
だ
し
、
祝
日
・
１２
月
２９
日
〜
平
成
２２
年

１
月
３
日
を
除
く
。
 

    　
よ
く
あ
る
税
の
質
問
に
お
答
え
す
る
手

段
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
タ
ッ

ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
う
ち
『
電
話
音
声
・
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
』
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成
２１

年
１１
月
３０
日
を
も
ち
ま
し
て
終
了
し
ま
し

た
。
今
後
は
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
携
帯

サ
イ
ト
を
含
む
）
』
の
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ

ー
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談
は
、

国
税
局
の
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
 

手
順
　
越
谷
税
務
署
へ
電
話
↓
音
声
案
内

に
従
い
「
１
番
」
選
択
↓
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
 

J
越
谷
税
務
署
蕁
９６５
・
８
１
１
１
 

       Q
平
成
２２
年
１
月
２４
日
豸
（
小
雨
・
小
雪

決
行
）
※
予
備
日
は
あ
り
ま
せ
ん
 

N
市
内
在
住
・
在
勤
チ
ー
ム
（
市
外
は
３０

チ
ー
ム
ま
で
参
加
可
）
 

O
一
般
・
高
校
の
部
、
中
学
男
子
の
部
、

女
子
の
部
　
各
６
区
間
 

P
１
チ
ー
ム
▼
市
内
（
一
般
５
０
０
０
円
、

高
校
生
３
０
０
０
円
、
中
学
生
無
料
）
▼

市
外
（
一
般
８
０
０
０
円
、
高
校
生
６
０

０
０
円
、
中
学
生
５
０
０
０
円
）
 

M
市
外
チ
ー
ム
は
１２
月
２５
日
ま
で
、
市
内

チ
ー
ム
は
平
成
２２
年
１
月
８
日
ま
で
に
、

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
へ
※
申
込
書
と

要
綱
は
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
配
布
 

★
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
エ
イ

ト
ア
リ
ー
ナ
の
臨
時
休
館
 

　
平
成
２２
年
１
月
２４
日
豸
は
「
第
４５
回
八

潮
市
内
一
周
駅
伝
大
会
」
開
催
の
た
め
休

館
と
な
り
ま
す
。
 

J
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
蕁
９９６
・
５
１

２
６
、
八
潮
市
体
育
協
会
蕁
９９７
・
９
０
９

５
 

  Q
１２
月
１６
日
貉
ま
で
　
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
３０
分
（
土
・
日
曜
を
除
く
）
 

L
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
 

N
市
内
在
住
の
個
人
で
、
自
己
搬
出
可
能

な
方
 

O
自
転
車
、
家
具
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
品
の

入
札
に
よ
る
販
売
（
展
示
期
間
中
、
希
望

価
格
を
入
札
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
（
一

人
一
品
）
 

※
結
果
発
表
＝
１２
月
１８
日
貊
　
午
後
１
時
 

J
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
蕁
９９７
・
６
６
９
６
 

  ①
八
潮
市
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
事

業
「
ラ
ジ
オ
体
操
＆
健
康
づ
く
り
総
合
講

座
」
 

〜
こ
れ
で
あ
な
た
も
健
康
生
活
の
達
人
〜
 

Q
平
成
２２
年
１
月
２９
日
貊
〜
３
月
５
日
貊

（
毎
週
金
曜
日
・
全
６
回
）
　
午
後
１
時

３０
分
〜
２
時
４０
分
 

O
講
師
＝
や
し
お
健
康
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟

会
長
ほ
か
 

K
運
動
の
で
き
る
服
装
、
上
履
き
 

R
２０
人
（
申
込
順
）
 

P
５００
円
（
保
険
料
）
 

②
坂
田
美
子
の
琵
琶
う
た
も
の
が
た
り
 

Q
平
成
２２
年
１
月
２３
日
貍
　
午
後
２
時
開

演
 

O
演
奏
曲
「
祇
園
精
舎
、
扇
の
的
、
壇
ノ

浦
〜
安
徳
天
皇
入
水
、
琵
琶
の
今
未
来
の

お
話
」
な
ど
※
講
師
＝
坂
田
美
子
（
琵
琶

奏
者
。
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
者
）
 

R
８０
人
（
申
込
順
）
 

P
無
料
 

―
①
②
共
通
―
 

L
八
條
公
民
館
会
議
室
１
 

M
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
幡
公
民
館
（
蕁

９９５
・
６
２
１
６
※
受
付
時
間
＝
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
）
へ
 

  Q
平
成
２２
年
１
月
２３
日
貍
　
午
前
１０
時
〜

午
後
１
時
３０
分
 

L
資
料
館
学
習
室
 

N
小
学
生
以
上
の
方
 

O
小
麦
粉
を
使
い
、
う
ど
ん
を
作
る
。
 

K
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
 

R
２０
人
（
申
込
順
）
 

P
２００
円
 

M
平
成
２２
年
１
月
１５
日
ま
で
に
電
話
予
約

の
う
え
、
参
加
費
を
資
料
館
（
蕁
９９７
・
６

６
６
６
）
へ
 

  Q
１２
月
２０
日
豸
　
午
後
２
時
開
演
 

L
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
 

O
第
二
組
曲
（
Ａ
リ
ー
ド
）
パ
イ
レ
ー
ツ
・

オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン
、
聖
夜
〜
ド
リ
ー
ム
・

イ
ン
・
ザ
・
サ
イ
レ
ン
ト
・
ナ
イ
ト
〜
　
 

P
無
料
 

J
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
）

蕁
９９５
・
６
２
１
６
 

第
４５
回
市
内
一
周
駅
伝
大
会
 

入
札
方
式
で
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
販
売
 

八
潮
市
民
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会
 

体
験
講
座
「
う
ど
ん
づ
く
り
」
 

公
民
館
講
座
 

　人は誰しも、他人に対して一度はそう思ったことがあるのではないでしょうか。私もそう思ったこ
とがあります。しかし、可哀想と思った相手は、本当に可哀想なのでしょうか。 
・・・《中略》・・・ 
　いつも通り、一番下の子が迎えに来て、一緒に遊んでいました。すると、遊んでいる途中、たま
たま通りかかったおばさんが、 
「あら、可哀想ねえ・・・。」 
と言ったのです。確かに、その子は生まれてすぐ手術をし、今でも顔に傷痕が残っています。その
子はまだ小さいため、言われた意味が分からず、笑顔で、にこにこしていました。私は、その笑顔
を見て、本当にこの子は可哀想なのだろうかと思いました。人とは少し、見た目が違うだけではな
いのでしょうか。 
・・・《中略》・・・ 
　人はみんな、平等で差別されないで生きていく権利があります。おばさんは、差別して可哀想
ねえと言ったのではないかもしれません。しかし、何気ないその一言が、深い傷を切り刻むナイフ
に変わるかもしれません。人は、みんなちょっとずつ違っていて、よいところも悪いところもたくさんあ
ります。その違いは個性であって、一人一人違うと思います。見た目の違いも全部個性です。 
［平成２１年度東部地区人権教育実践報告会優秀作文「本当の言葉」より］ 
 
　普段なにげなく話す一言が、誰かを傷つけてしまう恐れがあります。 
　日々 の生活の中で、私たち一人一人が外見で人を判断することなく、常に相手の立場に立っ
て考え、思いやりの気持ちを持つことが大切ではないでしょうか。 
J人権・男女共同参画課蕁B８１１、社会教育課蕁B３５７ 

人権それは　愛 

「可哀想・・・。」 

建
設
工
事
、設
計
・
調
査
・
測
量
、土
木
 

施
設
維
持
管
理
業
務
の
競
争
入
札
参
 

加
資
格
審
査
申
請
の
追
加
受
け
付
け
 

電
話
音
声
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
 

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
終
了
 

し
ま
し
た
 

物
品
等
業
種
の
競
争
入
札
参
加
 

資
格
審
査
申
請
の
追
加
受
け
付
け
 

彩
の
国
仕
事
発
見
シ
ス
テ
ム
 

〜
求
人
情
報
を
２４
時
間
無
料
提
供
〜
 

日
本
年
金
機
構
 

平
成
２２
年
１
月
１
日
ス
タ
ー
ト
！
 

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
 

〜
埼
玉
県
最
低
賃
金
の
改
正
に
つ
い
て
〜
 

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
 

１２
月
１０
日
貅
〜
１６
日
貉
 

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
） 

控
除
証
明
書
 

社
会
保
険
庁
 

廃 止 

日本 
年金機構 

厚生 
労働省 

平成22年1月1日 

公的年金の 
　　運営業務 

公的年金の 
　　財政責任・ 
　　　運営責任 


